
  

 
令和４年度９月号 

幸手市下川崎３８７ 

☎４３－４６１１ 

生徒数 ５５９名 

幸手市立西中学校  

学校だより  

      校歌作詞者安積得也さんの言葉   校長 野口 祐人 

本校第３代校長森川敏行先生は、本校に着任し、校歌の歌詞を目にして、次のような言葉を残しています。

「幾度も読み返してみたが、そのスケールの大きさに感嘆させられた。これが、公立の中学生が歌う校歌であ

ろうかと、作詞者の心を疑うほどだった。」 本来であれば、始業式や終業式など、数々の場面で幾度となく

歌われるはずの校歌、しかも、他にはない、特徴のある愛と希望の校歌は、自然と生徒の中に染み渡り、同窓

会など、卒業後も卒業生によって歌われる機会があるかもしれないのに、現状は寂しい限りです。 

 今月の学校だよりでは、２学期始業式にも歌われるはずだった校歌について、思いをはせる機会としてもら

えればと思います。今の世の中にとっても大切なことが歌われています。以下、昭和５４年３月２日の本校体

育館落成式に寄せていただいた作詞者安積得也さんのごあいさつ原稿の一部を紹介します。 
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（前後略） 

 皆さん、幸手西中学校校歌について説明を申し上げる前に、重要な考え方を一言はっきりと申します。そ

れは、この校歌は今や作詞者安積の手を離れて、安積にはどうにもならない「あなた方のもの」となったと

いう事実です。こうなった以上、安積自身の考え方はそれとして、もっともっと大切なことは、生徒諸君一

人一人がこの校歌をご自身のものとして、自ら歌い、自ら自由に考え、自ら味わい、自らの思考として、よ

り深く、より広く、より高く自分の今後の人生に展開させてもらいたいということであります。これが一番

の重要事なのです。 

 この一言をはっきり申し終わったので、私の肩の荷がすっと軽くなりました。これから気楽な気持ちで、

作者としての私の心持ちや考え方を素直にお話ししましょう。 

 この校歌の中には、三つの大きな願いが込められているのです。 

 第一は『道の国日本の力となろう』との願い。 

 第二は『宇宙船地球の支えとなろう』との願い。 

 第三は『善循環基地の泉となろう』との願い。   （略） 

 第一の願い。道の国日本の力となろう。 

 皆さん、我々の日本は、ただ日本人だけがたらふく食べられ、富み栄え、文化的な幸福を楽しみさえすれ

ば、それで人生のことは十分だと思い込んでいて良いのでしょうか。真剣に考えてみましょう。本当に真剣

になって、道だ道だと自問自答してみるならば、そのようなひとりよがりの利己一点張りの日本になってし

まっては、断じて許すわけにはいきません。自分も許さないし、他人からも許されません。 

 人間だけが持っている貴いもの、すなわち人類独特の道徳的能力というものは、思いやりと助け合いとで

すね。だからこそ私たちは、愛する日本が「道の国日本」であることを心の底から祈ります。（※「道の国

日本」の「道」とは「道徳」の「道」のようですね。）（略） 

 第二の願い。宇宙船地球の支えとなろう。 

 皆さん、私たちの住んでいる地球は、月の四倍ほどの一つの天体に過ぎません。地球という小さな美しい

惑星の上に、今四十億の人類が生きています。人間様一人一人は、一人一人が生きる目的の主人公として、

それぞれの生きがいを求めているのです。ずばり、かけがえのない存在です。そうです、その四十億人の乗

組員が、宇宙船地球号に乗り合っているのです。我々幸手西中生こそは、世界平和の力強い祈り手となって、

宇宙船地球号の支えとなろうではありませんか。 

 第三の願い。善循環基地の泉となろう。 

（安積さんは、昭和２７年夏に、イギリスオックスフォード大学で開催された世界フレンド大会に招待され 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜  9月の主な行事  

１ 木 第二学期始業式 

２ 金 第２回東部地区テスト 給食開始 

３ 土 土曜授業日 月②③④⑤ 引き渡し訓練 

４ 日  

５ 月 授業研究会 月曜授業①②④⑤ 

６ 火  

７ 水  

８ 木 金曜授業⑥②③④⑤ 研究授業 

９ 金 木曜授業 全校総合（壮行会） 

10 土  

11 日  

12 月  

13 火 5時間授業 ①③④⑤⑥ 

14 水  

15 木 新人大会（陸上）ふれあいデー 

16 金 新人大会予備日（陸上） 

17 土  

18 日  

19 月 敬老の日 

20 火 新人大会１日目 3時間授業 給食なし 

21 水 新人大会２日目 3時間授業 給食なし 

22 木 新人大会３日目 3時間授業  

23 金 秋分の日 

24 土  

25 日  

26 月 新人大会予備日 水曜授業 

27 火 新人大会予備日 

28 水 新人大会予備日 月曜授業  

29 木 生徒会本部役員選挙 

30 金  

 

【 保護者の皆様へ 】 

〇新型コロナの感染が拡大して

います。御家庭で体調が悪い方が

いる場合は、生徒は登校しないよ

うに、引き続き御協力をよろしく

お願いいたします。 

 
善泉賞メータ－ 

        

 

 

現在  ５５１枚発行 

【推薦者内訳】 

生徒４７１枚 教員７５枚 

市教委１枚 地域の方４枚 

たそうです。２千人が集まったこのフレンド大会で、メッセージを作る３人の委員の一人に選ばれ、安積さ

んが主張した「－悪循環を断絶せよ－」という言葉が力強く採用されたそうです。） 

 皆さん、この言葉の精神を皆さんの若い心で受け止めてください。そして、具体的に考えてください。例

えば、バスの中の優先席を譲り合うこと一つについても、皆が勇気を出して、悪循環をストップし、善循環

スターターとなることを心がけようではありませんか。それが、善循環基地の泉となることであります。 

 皆さん、終わりに一言。アーム、ラボール、エスペールという折り返しの言葉について、簡単に解説を加

えておきます。これは、「愛せ、働け、望め」という意味のエスペラント語です。国際補助語としてのエス

ペラント語の創始者ザメンホフ博士（1859～1917 ポーランドの眼科医）の合い言葉「アーム、ラボール、

エスペール」は、人類永遠の励ましの言葉としてふさわしく、私は幸手西中の校歌の雰囲気にピッタリと思

われますので、これを折り返しの言葉として選びました。 
 

三者面談・表札訪問 
夏季休業期間に、三者面談と表札訪問を行いました。

１、２年生の表札訪問は、有事に 

即時に対応できるようにするため 

に実施し、3年生の三者面談は進 

路相談が主な話題になりました。 

御協力をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

本校 3年       さんが「第 5回WBSC U-

15ベースボールワールドカップ」の日本代表に、捕手と

して選出されました。 

15歳以下の世界大会である本大 

会は 8月 26日から、メキシコの 

エルモシージョで行われ、世界 14 

カ国の強豪相手に試合が繰り広げら 

れます。 

「私はこれまで努力を積み重ね 

てきました。チームに貢献し、金メダルをとりたいです」

と語る  選手。現在、WBSC世界ランキング 1位であ

る「侍ジャパン」の一員として、背番号２２を背負って大

舞台に挑戦する仲間を、みんなで応援しましょう！ 

西中から世界へ！侍 JAPAN選出！ 

 

 


